
（
心
身
の
故
障
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

（
心
身
の
故
障
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
二
百
十
六
条
の
二
の
六

法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能

の
障
害
に
よ
り
紛
争
解
決
等
業
務
（
法
第
百
十
八
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
等
業
務
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

第
二
百
十
六
条
の
二
の
六

法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
四
号
イ
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神

の
機
能
の
障
害
に
よ
り
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断

及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
割
合
の
算
定
）

（
割
合
の
算
定
）

第
二
百
十
六
条
の
二
の
七

法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
割
合
の
算
定
は
、
同
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

者
に
対
し
て
業
務
規
程
（
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
内
容
に
つ
い
て
の
異

議
の
有
無
並
び
に
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下「
意
見
書
」と
い
う
。）

を
提
出
し
て
手
続
実
施
基
本
契
約
の
解
除
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
手
続
実
施
基
本
契
約
の
内
容
（
法
第
百
二

十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
七
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）そ
の

他
の
業
務
規
程
の
内
容
（
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
七
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
事
項
並
び
に
同
条
第
四
項
各
号

及
び
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
除
く
。）に
つ
い
て
異
議
（
合
理
的
な

理
由
が
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）を
述
べ
た
共
済
事
業
実
施
組
合
の
数
を
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
次

条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し
た
日
（
二
以
上
の
日
に
わ
た
っ
て
交
付

し
、
又
は
送
付
し
た
場
合
に
は
、
最
も
遅
い
日
。
第
二
百
十
六
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）に
農
林
水
産
大
臣
に

よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
共
済
事
業
実
施
組
合
（
次
条
及
び
第
二
百
十
六
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
「
全
て
の
共

済
事
業
実
施
組
合
」
と
い
う
。）の
数
で
除
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
百
十
六
条
の
二
の
七

法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
八
号
の
割
合
の
算
定
は
、
同
項
の
申
請
を
し
よ
う

と
す
る
者
に
対
し
て
業
務
規
程
（
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
内
容
に
つ
い

て
の
異
議
の
有
無
並
び
に
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
意
見
書
」

と
い
う
。）を
提
出
し
て
手
続
実
施
基
本
契
約
（
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
手
続
実
施
基
本
契
約
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
解
除
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
手
続
実
施
基
本
契
約
の
内
容
（
法
第
百
二
十
一
条
の
九
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
七
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）そ
の
他
の
業
務
規
程
の
内

容
（
第
百
二
十
一
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
事
項
並
び
に
同
条
第
四
項
各
号
及
び
第
五
項
第
一

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
除
く
。）に
つ
い
て
異
議
（
合
理
的
な
理
由
が
付
さ
れ
た

も
の
に
限
る
。）を
述
べ
た
共
済
事
業
実
施
組
合
の
数
を
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
条
第
一
項
第
二
号

に
規
定
す
る
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し
た
日
（
二
以
上
の
日
に
わ
た
っ
て
交
付
し
、
又
は
送
付
し

た
場
合
に
は
、
最
も
遅
い
日
。
第
二
百
十
六
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）に
農
林
水
産
大
臣
に
よ
り
公
表
さ
れ
て

い
る
共
済
事
業
実
施
組
合
（
次
条
及
び
第
二
百
十
六
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
共
済
事
業
実
施
組

合
」
と
い
う
。）の
数
で
除
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
共
済
事
業
実
施
組
合
に
対
す
る
意
見
聴
取
等
）

（
共
済
事
業
実
施
組
合
に
対
す
る
意
見
聴
取
等
）

第
二
百
十
六
条
の
三

法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

共
済
事
業
実
施
組
合
に
対
し
、
業
務
規
程
の
内
容
を
説
明
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
異
議
が
な
い
か
ど
う
か
の
意
見

（
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
含
む
。）を
聴
取
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
説

明
会
を
開
催
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
十
六
条
の
三

法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
共
済
事
業
実
施
組
合
に
対
し
、
業
務
規
程
の
内
容
を
説
明
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
異
議
が
な
い
か
ど
う
か

の
意
見
（
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
含
む
。）を
聴
取
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
説
明
会
を
開
催
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

説
明
会
を
開
催
す
る
日
時
及
び
場
所
は
、
全
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
の
参
集
の
便
を
考
慮
し
て
定
め
る

こ
と
。

一

説
明
会
を
開
催
す
る
日
時
及
び
場
所
は
、
す
べ
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
の
参
集
の
便
を
考
慮
し
て
定
め

る
こ
と
。

二

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
全
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
に
対
し
、
説
明
会
の
開
催
日
（
二
以
上

の
説
明
会
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
最
初
の
説
明
会
の
開
催
日
）
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
規
程
（
以
下
「
業
務
規
程
等
」
と
い
う
。）を
交
付
し
、
又
は
送
付
す
る
こ

と
。

二

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
す
べ
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
に
対
し
、
説
明
会
の
開
催
日
（
二
以

上
の
説
明
会
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
最
初
の
説
明
会
の
開
催
日
）
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
規
程
（
以
下
「
業
務
規
程
等
」
と
い
う
。）を
交
付
し
、
又
は
送
付
す
る

こ
と
。

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

２

法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
す
べ
て
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
二
項
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
す
べ
て
を
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

全
て
の
説
明
会
の
開
催
年
月
日
時
及
び
場
所

一

す
べ
て
の
説
明
会
の
開
催
年
月
日
時
及
び
場
所

二

全
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
の
説
明
会
へ
の
出
席
の
有
無

二

す
べ
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
の
説
明
会
へ
の
出
席
の
有
無

三

全
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
の
意
見
書
の
提
出
の
有
無

三

す
べ
て
の
共
済
事
業
実
施
組
合
の
意
見
書
の
提
出
の
有
無

四

（
略
）

四

（
略
）

五

提
出
を
受
け
た
意
見
書
に
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
異
議
の
記
載

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
同
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
理
由

五

提
出
を
受
け
た
意
見
書
に
法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
異
議

の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
同
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
理
由

３

前
項
の
書
類
に
は
、
共
済
事
業
実
施
組
合
か
ら
提
出
を
受
け
た
全
て
の
意
見
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
書
類
に
は
、共
済
事
業
実
施
組
合
か
ら
提
出
を
受
け
た
す
べ
て
の
意
見
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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